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今
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
等
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

報
告
第
１
号

　

平
成
20
年
度
か
す
み
が
う
ら
市

一
般
会
計
継
続
費
繰
越
計
算
書
に
つ

い
て

　

報
告
第
２
号

　

平
成
20
年
度
か
す
み
が
う
ら
市

一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

に
つ
い
て

　

報
告
第
３
号

　

平
成
20
年
度
か
す
み
が
う
ら
市

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

　

報
告
第
４
号

　

平
成
20
年
度
か
す
み
が
う
ら
市

下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

　

報
告
第
５
号

　

平
成
20
年
度
か
す
み
が
う
ら
市

土
地
開
発
公
社
事
業
決
算
に
つ
い
て

　

報
告
第
６
号

　

平
成
21
年
度
か
す
み
が
う
ら
市

土
地
開
発
公
社
事
業
計
画
及
び
資
金

計
画
並
び
に
収
支
予
算
に
つ
い
て

　

議
案
第
36
号

　

か
す
み
が
う
ら
市
後
期
高
齢
者
医

療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
可
決
】

▽
保
険
料
の
納
期
を
、
市
税
等
の
納

期
限
と
同
様
に
改
め
る
も
の
で
す
。

　

議
案
第
37
号

　

か
す
み
が
う
ら
市
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
可
決
】

▽
出
産
育
児
金
を
、
現
行
の
35
万
円

か
ら
39
万
円
に
引
き
上
げ
る
も
の
で

す
。

　

議
案
第
38
号

　

か
す
み
が
う
ら
市
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
可
決
】

▽
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
上
場

株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
に
つ
い

て
、
納
税
義
務
者
が
総
合
課
税
と
申

告
分
離
課
税
の
い
ず
れ
か
を
選
択
で

き
る
制
度
が
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

議
案
第
39
号

　

か
す
み
が
う
ら
市
雪
入
ふ
れ
あ
い

の
里
公
園
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
全
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
可
決
】

　

議
案
第
40
号

　

か
す
み
が
う
ら
市
森
林
公
園
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
全
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
可
決
】

　

議
案
第
41
号

　

か
す
み
が
う
ら
市
福
祉
館
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
全
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
可
決
】

　

議
案
第
42
号

　

か
す
み
が
う
ら
市
あ
じ
さ
い
館
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
全
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
可
決
】

　

議
案
第
43
号

　

か
す
み
が
う
ら
市
公
民
館
設
置
及

び
管
理
等
に
関
す
る
条
例
の
全
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
可
決
】

　

議
案
第
44
号

　

か
す
み
が
う
ら
市
立
図
書
館
条
例

の
全
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
可
決
】

▽
議
案
第
39
号
か
ら
44
号
は
、
指
定

管
理
者
制
度
へ
移
行
す
る
た
め
条
例

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

６月定例会提出議案

　平成21年第２回定例会が、６月９日から６月24日までの16日
間の会期で開催されました。今定例会では、条例の制定及び一部
改正、平成21年一般会計補正予算などについて、各所管の常任委
員会へそれぞれ付託して審査を行ったほか、10日、11日、12
日の３日間において一般質問（後頁p7～10）が行われました。

平成21年　第２回定例会
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議
案
第
45
号

　

平
成
21
年
度
か
す
み
が
う
ら
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
可
決
】

▽
国
の
緊
急
対
策
に
関
連
し
、
緊
急

雇
用
創
出
事
業
及
び
ふ
る
さ
と
雇
用

再
生
特
別
基
金
事
業
に
係
る
経
費
、

並
び
に
市
民
の
安
心
と
活
性
化
を
実

現
す
る
た
め
、
公
共
施
設
の
整
備
ま

た
は
地
域
農
業
の
振
興
、
再
生
へ
向

け
、
農
業
政
策
事
業
に
要
す
る
経
費

を
計
上
し
ま
し
た
。

　

議
案
第
46
号

　

か
す
み
が
う
ら
市
教
育
委
員
会
委

員
の
任
命
に
つ
い
て　
　
　
【
同
意
】

　

議
案
第
47
号

　

か
す
み
が
う
ら
市
教
育
委
員
会
委

員
の
任
命
に
つ
い
て　
　
　
【
同
意
】

　

選
挙
第
５
号

　

か
す
み
が
う
ら
市
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
の
選
挙　
　
　
　
　
【
当
選
】

　

選
挙
第
６
号

　

か
す
み
が
う
ら
市
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
補
充
員
の
選
挙　
　
【
当
選
】

　

議
員
発
議
第
２
号

　

北
朝
鮮
核
実
験
実
施
に
対
す
る
抗

議
及
び
北
朝
鮮
貨
物
船
籍
チ
ル
ソ
ン

号
座
礁
被
害
に
よ
る
茨
城
県
の
損
失

補
償
回
収
を
茨
城
県
知
事
に
求
め
る

決
議
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
決
議
】

　

議
長
発
議

　

閉
会
中
の
継
続
審
査
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
決
定
】

請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果

　

請
願
第
２
号
（
平
成
20
年
）

　

上
佐
谷
小
学
校
存
続
並
び
に
市
街

化
調
整
区
域
内
に
お
け
る
都
市
計
画

の
見
直
し
請
願　
　
　
　

継
続
審
査

　

請
願
第
１
号

　
「
気
候
保
護
法
（
仮
称
）」
の
制
定

を
求
め
る
請
願
書　
　
　

継
続
審
査

　

請
願
第
２
号

　

農
地
法
の
「
改
正
」
に
反
対
す
る

請
願　
　
　
　
　
　
　
　

継
続
審
査

　

請
願
第
３
号

　

介
護
保
険
に
関
す
る
請
願
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
不
採
択
】

ク
ー
ル
ビ
ズ
の
実
施

　

地
球
温
暖
化
防
止
策
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
量
の
削
減
に
よ
る
経
費
節
減

を
目
的
と
す
る
「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」
に

つ
い
て
、
か
す
み
が
う
ら
市
議
会
に

お
い
て
も
、
６
月
２
日
か
ら
来
る
９

月
末
日
ま
で
に
開
催
さ
れ
る
本
会

議
、
委
員
会
等
の
会
議
に
お
い
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

【
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
】

　

山
口　

正
男　
（
牛　

渡
）

　

清
水　

見
龍　
（
中
志
筑
）

　

出
沼　

洋
子　
（
宍　

倉
）

　

内
田　

和
子　
（
田　

伏
）

　

平
成
21
年
６
月
９
日　

当
選

【
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
補
充
員
】

　

君
山　

充
彦　
（
上
稲
吉
）

　

小
島　

正
雄　
（
深　

谷
）

　

田
中　

伸
一　
（
上
土
田
）

　

飯
田　

龍
一　
（
戸
崎
）

　

平
成
21
年
６
月
９
日　

当
選

【
教
育
委
員
会
委
員
】

　

川
島　

房
宣　
（
深　

谷
）

　

中
島　

和
彦　
（
下
志
筑
）

　

平
成
21
年
６
月
24
日　

同
意

永
年
勤
続
で
表
彰

　

平
成
21
年
５
月
27
日
全
国
市

議
会
議
長
会
定
期
総
会
、
平
成

21
年
４
月
17
日
茨
城
県
市
議
会

議
長
会
定
例
会
に
お
い
て
、
議

会
議
員
と
し
て
多
年
に
わ
た

り
、
地
方
自
治
の
発
展
と
市
政

の
向
上
に
貢
献
し
た
議
員
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

○
全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰

　
　
〈
議
員
在
職
10
年
以
上
〉

　
　

桂　

木　

庸　

雄

　

○
茨
城
県
市
議
会
議
長
会

　
　
〈
議
員
在
職
８
年
以
上
〉

　
　

藤　

井　

裕　

一

人
事
案
件

６月定例会提出議案
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総 務 委員会

委員会付託案件の審査　（6月15日開催）

【付託案件】
◦平成21年度かすみがうら市一般会計補正予算（第１号）

【審査内容】
Ｑ：総務費人件費で、臨時職員を雇用する理由は何か。市職員で対応できないのか。
Ａ：パスポートの申請受付、交付事務窓口開設に伴う臨時職員であり、半年間の予定です。
　　経験等が必要で、研修を行い専門的な知識のある職員を配置するというものです。
Ｑ：旧佐賀保育所の用途変更とは。
Ａ：郷土資料館と隣接しているため、郷土資料館の機能を有する部分と、観光ＰＲの機能の両方
　　を有する施設として用途変更する計画です。
Ｑ：保育所の跡地利用は決定しているのか。
Ａ：本年３月31日に廃止した保育所は５箇所で、旧佐賀保育所について利用は決まりました。
　　第二、第三保育所については地区の公民館として使いたいという意向がありましたが、まだ
　　話し合いを進めており、最終的には決定しておりません。目的がはっきり決まれば予算の
　　対応もしていきたいと思います。
　　志士庫保育所、下大津保育所については、まだ利用が決ま
　　っていない状況です。

【所管事務調査】
◦期日前投票所の増設について
◦霞ヶ浦庁舎建設工事の進捗状況と太陽光発電施設について
◦霞ヶ浦の境界の確定に伴う面積の公表について
【調査内容】
Ｑ：霞ヶ浦庁舎太陽光発電設備について。
Ａ：温室効果ガス排出削減の一環として導入計画し、環境省の補助事業を受けて行いますが、補
　　助対象の太陽光パネルを当初の屋根一体型ではなく、屋根に乗せるタイプに変更いたしま
　　した。
　　屋根一体型と比較しますと、費用面で約400万円の削減につながると試算されております。
Ｑ：霞ヶ浦庁舎完成予定は。
Ａ：工期については平成22年４月30日までの契約ですが、工程等を協議し、できるだけ３月末に
　　は完成できるようにということで進めていきたいと考えております。
Ｑ：霞ヶ浦の境界の確定について。
Ａ：平成21年３月10日付総務省の告示により、市町村の境界が確定しました。
　　本市の面積が、これまでの118.77平方キロメートルから156.61平方キロメートルになりまし
　　た。面積の増に伴い、地方交付税の増が見込まれます。

▲新たに期日前投票所が設置される中央出張所

◀霞ヶ浦庁舎建設現場

委員会活動
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文教厚生委員会

委員会付託案件の審査　（6月15日開催）

【付託案件】
◦かすみがうら市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定について
◦かすみがうら市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
◦かすみがうら市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
◦かすみがうら市福祉館設置及び管理に関する条例の全部を改正する条例の制定について
◦かすみがうら市あじさい館設置及び管理に関する条例の全部を改正する条例の制定について
◦かすみがうら市公民館設置及び管理等に関する条例の全部を改正する条例の制定について
◦かすみがうら市立図書館条例の全部を改正する条例の制定について
◦平成21年度かすみがうら市一般会計補正予算（第１号）
◦介護保険に関する請願書

【審査内容】
Ｑ：あじさい館等の指定管理者制度の導入について。
Ａ：福祉館、公民館、図書館の複合施設で個々の条例がありますが、1つの指定管理者であじさ
　　い館全体の管理を考えています。今後、広報誌やインターネット等を通じて、市民に理解が
　　得られるよう周知をしたいと思います。
Ｑ：小学校理科支援員について。
Ａ：１日６時間で95日。今回予定しているのは、下大津小学校120時間、美並小学校110時間、下
　　稲吉東小学校340時間です。実験等の支援または準備片付けなど、時間がかかる部分につい
　　ての先生方の支援、観察実験等の計画立案の支援が主な内容です。
Ｑ：北中学校耐震診断調査業務委託追加予算について。
Ａ：新耐震基準が昭和56年６月に施行され、第１期工事については昭和56年10月竣工で耐震診
　　断が必要と判断し、当初予算に計上して発注しました。第２期工事、第３期工事については、
　　新耐震基準で設計されているとみていたのですが、建築確認書が昭和56年１月であり、構造
　　計算書もチェックし、今回耐震診断する内容です。
Ｑ：郷土資料館改修事業の展示映像作成とはどのようなものか。
Ａ：資料館内の展示及び風景を映像として映しているものが展示映像です。
　　現在は霞ヶ浦地区の映像を流していますが、千代田地区についても文化遺産等の映像を流
　　すことで考えています。

閉会中に行われた委員会（8月5日開催）

【調査項目】
◦教育施設、文化施設、体育施設及び福祉・保健施設に
　関する事項　・学校施設の耐震補強について

視察研修（牛久市立奥野小学校）
《平成21年５月18日㈪ 午後1時30分～ 3時》
【研修内容】
◦学校耐震補強工事について
　公立小中学校耐震化の先進地である牛久市、市立奥野小学校耐震補強工事の視察研修を実施
　し、委員６名が参加しました。
　牛久市議会沼田議長より市議会の状況及び市の概要等説明の後、公立学校耐震化について、学
　校総務課並びに管財課の担当者より整備事業についての説明をいただきました。

▲牛久市立奥野小学校の視察研修

委員会活動
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委員会付託案件の審査（6月15日開催）

【付託案件】
◦かすみがうら市雪入ふれあいの里公園の設置及び管理に関する条例の全部を改正する条例の
　制定について
◦かすみがうら市森林公園の設置及び管理に関する条例の全部を改正する条例の制定について
◦平成21年度かすみがうら市一般会計補正予算（第１号）
◦「気候保護法（仮称）」の制定を求める請願書
◦農地法の「改正」に反対する請願
◦上佐谷小学校存続並びに市街化調整区域内における都市計画の見直し請願について

【審査内容】
Ｑ：今回の条例改正については、指定管理者制度へ移行するためであるが、サービス面、経費効
　　果は出ると考えているのか。
Ａ：雪入ふれあいの里公園、森林公園について、平成22年４月１日から指定管理者制度を導入す
　　るにあたり条例改正するものです。
　　指定管理者には施設の立地条件、施設を活かして、市ではできなかった事業を展開し、人を
　　集める等採算が合うよう運営ができればと考えています。
Ｑ：三ツ石森林公園について、危険箇所もあり維持管理が難しいのではないか。
Ａ：管理については、協定書、市との協議の中で指導をしていきます。
Ｑ：農業振興事業トレーニングファームの内容は。
Ａ：担い手育成を目的に、トレーニングファームということで、50アールくらいを予定してい
　　ます。霞ヶ浦地区、千代田地区に土地を借り、新規に就農したい、将来的に農業をする方に
　　研修を行い、指導者をつけて農業体験を実施します。一人あたり10アール程度、５名程度を
　　募集したいと考えています。
Ｑ：ブランド化推進会議補助金について。
Ａ：市の特産品のブランド化について、「湖山の宝」発掘プロジェクトの一環として新たな特
　　産品の開発、おやつレシピ集作成、ロゴデザイン開発など、関係団体等と連携して取り組み
　　ます。
Ｑ：三ツ石森林公園遊歩道整備委託について
Ａ：緊急雇用創出事業補助金を利用して、中高年者の雇用・就業機会を創出する事業というこ
　　とで、業者委託ではなく、シルバー人材センターへ委託し人件費の中で対応するものです。

◦請願書３件　　継続審査

閉会中に行われた委員会
（5月25日開催）

【調査項目】
◦下水道施設の維持管理について
　・下水道使用料に関する件について
◦環境衛生及び公害に関する事項
　・大平地区残土の件について

産業建設委員会

▲三ツ石森林公園

委員会活動
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あ
じ
さ
い
館
の
運
営
と
指
定
管
理

　
　

者
制
度
導
入
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
利
用
を
さ
れ
て
い
く
の
か
伺
う
。

　
　

市
長　

こ
れ
ま
で
担
当
部
門
に

　
　

お
い
て
準
備
を
進
め
て
お
り
ま

し
た
が
、制
度
導
入
の
効
果
を
最
大
限

に
引
き
出
す
た
め
に
、あ
じ
さ
い
館
全

体
の
指
定
管
理
者
導
入
時
期
を
、平
成

23
年
４
月
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

制
度
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
現
在

の
管
理
・
運
営
の
水
準
の
堅
持
を
最

低
条
件
と
し
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
が
低

下
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
設
置
目

的
に
則
し
た
管
理
運
営
が
で
き
る
事

業
者
等
を
選
定
す
る
こ
と
を
前
提
に

進
め
る
も
の
で
す
。

　
　

農
地
法
の
見
直
し
か
ら
農
業
後

　
　

継
者
の
い
な
い
農
業
を
ど
の
よ

う
に
さ
れ
る
か
。
最
新
農
業
経
営
、

振
興
に
つ
い
て
市
の
対
応
を
伺
う
。

　
　

市
長　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境

　
　

や
農
地
利
用
の
考
え
方
が
大
き

く
変
化
す
る
な
か
で
、
本
市
と
し
ま

し
て
も
新
た
な
視
点
か
ら
農
業
再
生

を
図
る
べ
く
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
耕
作
放
棄
地
再
生
事
業
や

新
規
農
業
者
に
対
す
る
支
援
事
業
、

さ
ら
に
は
経
営
の
合
理
化
を
図
る
た

め
の
法
人
化
の
支
援
な
ど
を
推
進

し
、
地
の
利
を
活
か
し
た
農
業
振
興

策
と
し
て
重
視
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
農
業
分
野
は
環
境

に
優
し
い
有
機
農
業
や
、
先
端
技
術

を
利
用
し
た
バ
イ
オ
農
業
の
普
及
、

さ
ら
に
は
新
品
種
の
開
発
な
ど
、
常

に
新
た
な
情
報
を
収
集
し
農
業
従
事

者
へ
の
的
確
な
情
報
提
供
や
事
業
化

に
向
け
た
支
援
体
制
の
確
立
な
ど
に

留
意
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　

二
酸
化
炭
素
削
減
の
た
め
、
市

　
　

長
公
用
車
、
議
長
公
用
車
に
つ

い
て
、低
公
害
車
、一
般
公
用
車
並
み

に
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　

総
務
部
長　

市
長
公
用
車
に
つ

　
　

い
て
は
、
リ
ー
ス
契
約
が
満
了

し
ま
す
の
で
、
経
済
性
や
環
境
対
策

を
考
慮
し
、
車
両
の
変
更
と
い
う
こ

と
で
現
在
、検
討
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

議
長
公
用
車
に
つ
い
て
も
、
再
リ

ー
ス
満
了
時
に
市
長
公
用
車
同
様
、

検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

公
共
施
設
の
禁
煙
対
策
に
つ
い

　
　

て
、
健
康
増
進
法
第
25
条
の
受

動
喫
煙
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。ま
た
、

公
共
関
係
施
設
の
全
面
禁
煙
の
考
え

は
。

　
　

市
長　

受
動
喫
煙
の
防
止
措
置

　
　

に
つ
い
て
は
、「
庁
舎
喫
煙
所
設

置
検
討
委
員
会
」を
組
織
し
、検
討
を

重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

庁
舎
内
の
喫
煙
関
係
に
つ
い
て

は
、千
代
田
庁
舎
を
は
じ
め
、各
施
設

と
も
喫
煙
所
を
指
定
し
て
お
り
、
数

箇
所
の
喫
煙
所
を
設
け
て
い
る
状
況

で
す
が
、
喫
煙
所
の
変
更
や
改
修
等

の
検
討
も
進
め
て
お
り
ま
す
。
今
後

と
も
、
健
康
増
進
法
第
25
条
の
受
動

喫
煙
防
止
を
十
分
考
慮
し
、
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

現
段
階
で
、
全
面
禁
煙
と
い
う
の

は
難
し
い
と
考
え
、吸
う
立
場
、吸
わ

な
い
立
場
の
方
が
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
、
喫
煙
所
の

設
置
の
あ
り
方
等
十
分
に
検
討
を
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

質　問　事　項

１．行政事務と公文書作成について
２．議長あての郵便物の取り扱いについて
３．職員の教育と管理について
４．管理職の職務について
５．下水道の無届け工事について
６．議会会議録の作成について
７．無資格者の税の申告書作成について
８．あじさい館の運営と指定管理者導入について
９．変り行く農業振興をいかに
10. 借地している公共用地について
11. 下水道の未整備地区について

質　問　事　項

１．遊休地・耕作放棄地再生利用について
２．市長公用車・議長公用車の廃止について
３．公共施設による禁煙対策について
４．管理職手当の内容について
５．農業委員会の積み立て金の関係について
６．管理職の職場について

▲あじさい館 ▲千代田庁舎喫煙所

一　般　質　問

栗
山　

千
勝
議

員

圓
城
寺
正
道
議
員

あ
じ
さ
い
館
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
つ
い
て

設
置
目
的
に
則
し
た
管
理
運
営
が
で
き
る
こ
と
を
前
提
に
導
入
を
進
め
る

QAQA

公
共
施
設
の
禁
煙
対
策
に
つ
い
て
は

健
康
増
進
法
第
25
条
の
受
動
喫
煙
防
止
を
十
分
考
慮
し
検
討
し
て
い
く

QAQA

一 般 質 問

QA QA
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に

　
　

つ
い
て
伺
う
。

　
　

市
長　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

　
　

ル
ス
は
感
染
力
が
強
い
と
い
う

こ
と
で
、
感
染
の
拡
大
防
止
及
び
予

防
対
策
は
重
要
な
も
の
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。
４
月
25
日
の
報
道
を
受

け
、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

会
議
」
を
開
催
、
さ
ら
に
国
内
の
感

染
拡
大
を
受
け
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
本
部
」
を
設
置
し
て
対
応

に
あ
た
り
ま
し
た
。
混
乱
を
招
か
な

い
よ
う
『
正
し
い
情
報
で
冷
静
に
判

断
し
た
行
動
』
の
啓
発
も
必
要
と
考

え
ま
す
。
今
回
、
緊
急
的
事
態
へ
の

対
応
と
し
て
、
感
染
拡
大
に
備
え
た

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
る
措
置
対
応

を
優
先
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
電

話
に
よ
る
問
合
せ
や
健
康
相
談
等
に

力
を
入
れ
て
お
り
、
疑
い
の
あ
る
方

に
は
保
健
所
へ
直
接
電
話
を
す
る
よ

う
案
内
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

子
供
を
守
る
防
犯
対
策
に
つ
い

　
　

て
伺
う
。

　
　

総
務
部
長　

市
内
に
お
い
て
区

　
　

及
び
集
落
単
位
な
ど
、
23
の
団

体
が
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
防
犯
活

動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
地
域
に
お

け
る
防
犯
活
動
は
重
要
で
あ
り
、
防

犯
団
体
へ
の
支
援
は
も
と
よ
り
、
関

係
機
関
と
の
連
携
の
も
と
防
犯
対
策

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

教
育
長　

防
犯
用
具
に
つ
い
て

　
　

は
、
各
学
校
に
サ
ス
マ
タ
２
本

以
上
、
ネ
ッ
ト
ラ
ン
チ
ャ
ー
１
台
を

整
備
し
て
お
り
ま
す
。
防
犯
教
室
や

避
難
訓
練
、
登
下
校
の
際
の
危
険
回

避
行
動
な
ど
継
続
的
な
指
導
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
　

橋
本
知
事
の
当
市
へ
の
県
事
業

　
　

実
績
と
、
当
市
負
担
に
よ
る
県

管
轄
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

市
長　

大
和
田
バ
イ
パ
ス
に
つ

　
　

い
て
は
、
事
業
化
が
遅
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
、県
の
合
併
市
町
村
幹
線

道
路
緊
急
整
備
支
援
事
業
を
活
用
し

て
、霞
ヶ
浦
地
区
中
央
部
の
活
性
化
に

寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
し
、一
部
市
の

負
担
と
は
な
り
ま
し
た
が
整
備
に
取

り
組
ん
だ
事
業
で
す
。

　

本
市
の
果
た
す
役
割
機
能
や
地
理

的
条
件
、県
道
整
備
の
現
状
か
ら
す
る

と
、さ
ら
に
県
の
積
極
的
な
支
援
・
助

成
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま

す
。
産
業
振
興
策
や
地
域
振
興
策
の

推
進
な
ど
、県
関
係
機
関
に
対
し
強
く

働
き
か
け
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

下
稲
吉
中
学
校
に
お
け
る
教
育

　
　

環
境
の
改
善
目
標
と
予
算
措
置

に
つ
い
て

　
　

教
育
長　

人
的
支
援
の
必
要
性

　
　

か
ら
副
校
長
を
配
置
し
、
専
任
の

生
徒
指
導
主
事
の
加
配
、
少
人
数
指
導

を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
教
員
１
名
増

員
、
さ
ら
に
部
活
動
指
導
支
援
者
も
配

置
し
ま
し
た
。

　

学
校
は
学
び
の
保
障
、
生
徒
指
導
の

再
生
を
か
か
げ
て
、
改
善
に
向
け
て
全

職
員
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、
保
護
者

や
地
域
の
方
々
と
協
力
し
た
あ
い
さ
つ

運
動
や
授
業
公
開
な
ど
を
通
し
て
、
地

域
と
の
協
力
体
制
を
整
え
つ
つ
あ
り
ま

す
。
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は

学
校
と
緊
密
な
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

今
の
態
勢
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

家
庭
の
問
題
等
に
は
児
童
相
談
員
と
連

携
を
図
り
、
子
ど
も
達
の
心
に
寄
り
添

っ
た
生
徒
指
導
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質　問　事　項

１．新型インフルエンザについて
２．小中学校統廃合に関する説明会の実施について
３．ひとり親福祉の充実について
４．農業後継者に対する支援策について
５．子供を守る防犯対策について
６．地域包括支援体制の整備と充実について

質　問　事　項

１．橋本知事４期の当市への特段の県事業実績と当市負担による県管
　　轄事業について
２．下稲吉中学校における教育環境の改善目標と予算措置について
３．稲吉地区の県道点滅信号改善及びＴ字路改良の対応状況について
４．下稲吉小学校舎及び体育館の老朽対処の財源確保策進捗について
５．新志筑小学校プール建設計画と他校設備要望との整合性について
６．まちづくりの参政となる中央出張所の期日前投票所配置について
７．警察ＯＢの不法投棄等に係る役所登用の導入と効果について
８．行政区、住民、議会各レベル要望事項の査定基準について
９．市外との交流活性化の前提となる旧町村地域の融和推進策について
10．長期的まちづくりを担う市役所の職員採用選考時の眼力について

【ほか３件】

▲点滅式信号（稲吉地内県道）▲地域での防犯活動

中
根　

光
男
議
員

古
橋　

智
樹
議
員

子
供
を
守
る
防
犯
対
策
は

地
域
に
お
け
る
防
犯
活
動
が
重
要
と
考
え
る

QAQA

下
稲
吉
中
学
校
に
お
け
る
教
育
環
境
の
改
善
に
つ
い
て

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、保
護
者
・
地
域
と
の
協
力
体
制
を
整
え
る

QAQA

一 般 質 問

QAQA

A
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既
存
の
道
路
維
持
管
理
状
況
が

　
　

お
粗
末
で
あ
る
。
区
画
線
が
消

え
た
ま
ま
、
歩
道
に
草
が
生
い
茂

り
、舗
装
面
が
壊
れ
、道
路
の
冠
水
、

側
溝
の
土
砂
掃
除
が
さ
れ
ず
等
々
、

市
民
か
ら
の
苦
情
が
あ
と
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
住
民
が
望
む
道
路
改
良
事
業

は
必
要
だ
が
、
費
用
対
効
果
を
無
視

し
た
大
型
改
良
事
業
よ
り
、
切
実
な

の
は
道
路
維
持
管
理
だ
と
思
う
が
。

　
　

土
木
部
長　

道
路
維
持
管
理

　
　

は
、
各
区
長
か
ら
の
要
望
や
住

民
か
ら
の
情
報
提
供
、
さ
ら
に
道
路

パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
、
修
繕
箇
所
に

つ
い
て
、
生
活
道
路
を
基
本
に
安
全

性
、
緊
急
性
な
ど
を
把
握
し
順
次
対

応
し
て
い
ま
す
。
予
算
的
措
置
が
厳

し
い
昨
今
、
要
望
を
充
足
す
る
だ
け

の
予
算
確
保
が
で
き
な
い
現
状
で
あ

り
、近
年
は
、大
規
模
な
事
業
を
抑
制

し
、
多
く
の
要
望
に
対
応
で
き
る
よ

う
現
道
の
拡
幅
や
改
良
等
を
最
小
限

の
補
修
工
事
等
で
理
解
を
頂
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
と
も
生
活
基

盤
で
あ
る
道
路
の
重
要
性
を
認
識

し
、維
持
管
理
、整
備
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　

国
保
税
の
軽
減
及
び
免
除
制
度

　
　

の
拡
充
に
つ
い
て
、
減
免
要
綱

の
作
成
と
周
知
に
つ
い
て
。

　
　

市
民
部
長　

制
度
に
基
づ
く
減

　
　

免
も
適
正
に
行
う
必
要
が
あ
る

こ
と
は
理
解
し
て
い
ま
す
。
滞
納
解

消
に
向
け
て
、
減
免
を
進
め
る
考
え

は
税
の
公
平
性
を
損
な
う
恐
れ
も
あ

り
慎
重
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
当
面
現
行
条
例
の
規
定
に
基
づ

く
運
用
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

神
立
駅
周
辺
地
区
整
備
に
つ
い

　
　

て
伺
う
。

　
　

市
長　

神
立
駅
西
口
地
区
土
地

　
　

区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、

権
利
者
の
意
向
調
査
を
実
施
し
、
都

市
計
画
決
定
に
向
け
た
同
意
取
付
け

を
書
面
で
実
施
、
説
明
会
を
開
催
し

て
協
力
依
頼
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

土
木
部
長　

今
後
の
都
市
計
画

　
　

の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
居
住

環
境
の
改
善
や
商
工
業
基
盤
の
整

備
・
充
実
、ま
た
、神
立
駅
東
側
に
お

い
て
は
、
市
街
化
調
整
区
域
の
都
市

的
土
地
利
用
へ
の
転
換
も
視
野
に
い

れ
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　

跨
線
橋
事
業
の
凍
結
に
代
わ
る
施

策
と
し
て
、
千
代
田
地
区
と
霞
ヶ
浦

地
区
を
分
断
す
る
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
を
東

西
に
横
断
す
る
ア
ク
セ
ス
道
路
の
検

討
を
進
め
る
と
し
て
、
素
案
の
構
築

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

駅
周
辺
道
路
網
の
整
備
計
画
に
つ

い
て
は
、土
浦
市
・
茨
城
県
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
協
議
・
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
　

下
稲
吉
小
学
校
老
朽
校
舎
、
体

　
　

育
館
の
建
替
え
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　

市
長　

現
在
、
校
舎
及
び
体
育

　
　

館
の
耐
震
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
の
で
、そ
の
結
果
と
、「
義
務
教
育

諸
学
校
等
の
施
設
費
の
国
庫
負
担
金

等
に
関
す
る
法
律
」
で
定
め
る
補
助

金
等
の
メ
ニ
ュ
ー
を
検
証
し
つ
つ
、

教
育
環
境
の
向
上
を
図
れ
る
よ
う
さ

ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
検
討
を
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質　問　事　項

１．入札制度の改善について、特に談合を許さない、公正な入札の実
　　現を図る施策について
２．公共事業における発注者側の施工検査と安全管理指導について　
　 （市道㋕4304号道路改良工事での死亡事故に関連して）
３．公共事業における不用不急な事業はやめ、住民の要望にもとづく
　　生活密着型の事業を
４．国民健康保険税の引き下げ、保険税の軽減及び免除制度の拡充に
　　ついて
５．子育てしやすく、高齢者にやさしい街づくりをめざして
６．高すぎる水道料金の改善について
７．住民への公共的なサービスと指定管理者制度について

質　問　事　項

１．神立駅周辺地区整備について
２．県道石岡つくば線について
３．薬物乱用防止について
４．下稲吉小学校建替えについて

▲市道の路面補修 ▲神立駅西口地区

一 般 質 問

佐
藤　

文
雄
議

員

矢
口　

龍
人
議
員

道
路
維
持
管
理
の
充
実
と
道
路
改
良
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て

住
民
の
生
活
基
盤
で
あ
る
道
路
の
重
要
性
を
認
識
し
、維
持
管
理
、整
備
に
努
め
た
い

QAQA

神
立
駅
周
辺
地
区
整
備
の
今
後
の
進
め
方
は

本
市
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
市
街
地
の
形
成
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く

QAQA

QAQA

A
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本
市
発
祥
の「
帆
引
き
船
漁
法
」

　
　

に
つ
い
て
、歴
史
的
・
文
化
的
・

社
会
的
評
価
の
認
識
、
今
後
の
取
り

組
み
を
伺
う
。

　
　

市
長　
「
未
来
に
残
し
た
い
漁

　
　

業
漁
村
の
歴
史
文
化
財
産
百

景
」「
平
成
百
景
」
の
認
定
な
ど
人
々

の
関
心
も
高
く
、
未
来
に
残
し
た
い

「
原
風
景
」
と
し
て
保
存
継
承
す
べ

き
貴
重
な
財
産
と
し
て
認
め
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
市
と
し
て
も

永
く
帆
引
き
船
漁
法
を
後
世
に
伝
承

す
る
た
め「
帆
引
き
船
保
存
会
」の
設

立
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

維
持
管
理
や
後
継
者
の
育
成
な
ど

様
々
な
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
支
援

体
制
を
整
え
、
本
市
発
祥
の
霞
ヶ
浦

の
風
物
詩
を
郷
土
の
誇
り
と
し
て
伝

承
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
　

悪
臭
対
策
に
つ
い
て
、
市
民
に

　
　

理
解
さ
れ
る
対
策
、
実
施
状
況

と
市
民
へ
の
周
知
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　

市
長　

悪
臭
対
策
に
つ
い
て

　
　

は
、事
業
者
へ
の
指
導
、悪
臭
防

止
法
に
基
づ
く
規
制
の
強
化
策
な
ど

様
々
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
　

環
境
経
済
部
長　

通
常
、
悪
臭

　
　

苦
情
の
対
策
は
、
状
況
を
確
認

し
、事
業
所
へ
の
立
ち
入
り
、聞
き
取

り
調
査
を
実
施
し
、
改
善
策
を
協
議

し
な
が
ら
指
導
し
ま
す
。

　

つ
く
ば
フ
ァ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
事
業
者
が
現
在
進
め
て
い
る

対
策
の
目
処
が
つ
き
次
第
、
住
民
説

明
会
を
開
催
す
る
と
の
報
告
を
受
け

て
お
り
ま
す
。

　
　

下
稲
吉
小
学
校
は
、
40
年
前
モ

　
　

デ
ル
校
と
し
て
建
設
し
た
が
、

欠
点
の
多
い
校
舎
で
あ
り
、
改
築
を

す
べ
き
と
思
う
が
、考
え
を
伺
う
。

　
　

教
育
部
長　

下
稲
吉
小
学
校
の

　
　

校
舎
・
体
育
館
に
つ
い
て
は
、

昭
和
40
年
度
か
ら
50
年
度
に
建
設
さ

れ
た
建
物
で
、
耐
震
診
断
の
結
果
に

お
い
て
耐
震
性
が
優
れ
て
い
る
棟
、

劣
る
棟
が
混
在
し
て
い
ま
す
。
財
源

に
つ
い
て
も
、
耐
震
診
断
の
結
果
に

よ
り
、
改
築
か
耐
震
補
強
か
で
国
庫

支
出
金
の
交
付
額
等
も
異
な
り
未
確

定
で
す
。
今
後
、
国
や
県
の
動
向
を

見
な
が
ら
、
多
方
面
か
ら
の
情
報
等

を
視
野
に
入
れ
た
計
画
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　

母
子
家
庭
に
は
あ
る
程
度
の
保

　
　

障
が
あ
る
が
、
父
子
家
庭
に
対

し
て
も
対
策
を
取
る
べ
き
と
思
う

が
、考
え
を
伺
う
。

　
　

保
健
福
祉
部
長　

平
成
20
年
度

　
　

中
の
マ
ル
福
を
受
給
し
て
い
る

父
子
家
庭
は
42
世
帯
で
、
最
近
で
は

離
婚
の
増
加
が
要
因
と
な
り
、
増
え

て
お
り
ま
す
。

　

母
子
家
庭
と
比
べ
ま
す
と
、「
児

童
扶
養
手
当
」
の
よ
う
な
生
活
費
に

対
す
る
支
援
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、医
療
費
の
助
成
制
度
の
実
施
、保

育
所
入
所
に
対
す
る
優
遇
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
優
遇
、
保
育
料
の
減

額
措
置
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
、
父
子
家
庭
の
実
態

の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
支
援

の
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
ま
す
。

質　問　事　項

１．かすみがうら市財政基盤の改革と市民サービスの維持・
　　拡充について
２．かすみがうら市文化財指定について
３．悪臭対策について

質　問　事　項

１．地域活性化対策について
２．教育行政について
３．福祉行政について
４．子育て支援について
５．土木行政について

▲帆引き船 ▲下稲吉小学校

和
田　

正
美
議
員

山
内
庄
兵
衛
議
員

本
市
発
祥
の「
帆
引
き
船
漁
法
」に
つ
い
て

支
援
体
制
を
整
え
、霞
ヶ
浦
の
風
物
詩
を
郷
土
の
誇
り
と
し
て
伝
承
し
て
い
く

QAQA

父
子
家
庭
に
対
し
て
も
支
援
対
策
を
取
る
べ
き
で
は

実
態
の
把
握
に
努
め
、支
援
の
方
法
を
検
討
す
る

QAQA

一 般 質 問

QAQA

A
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閉会中に行われた特別委員会
政治倫理条例制定特別委員会
６月30日開催
７月13日小委員会開催

調査項目
◦かすみがうら市議会議員の政治倫理条例（案）
　について
◦かすみがうら市議会議員の政治倫理に関す
　る条例施行規則（案）について

　

承
認
第
１
号

　

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

【
可
決
】

▽
「
か
す
み
が
う
ら
市
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」
は
、
地

方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
、

平
成
21
年
３
月
31
日
に
公
布
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
た

も
の
で
す
。

　

議
案
第
35
号

　

か
す
み
が
う
ら
市
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　

【
可
決
】

▽
６
月
に
支
給
さ
れ
る
、
期
末
勤
勉
手

当
支
給
に
つ
い
て
、
暫
定
的
措
置
と
し

て
、
一
部
減
額
を
行
う
こ
と
の
人
事
院

勧
告
を
受
け
て
、
本
市
に
お
い
て
も
関

係
条
例
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

議
会
議
員
も
期
末
手
当
が
、
０
・
15

ヶ
月
減
額
に
な
り
ま
す
。

政治家の
寄付は禁止。
有権者が
求めることも禁止。

寄附禁止のルールを守って、
明るい選挙を実現しましょう。

政治家が選挙区内の人に、
お金や物を贈ることは、法律で禁止され
ています。
違反すると、処罰されます。
また、有権者が寄附を求めることも禁止
されています。

議会からのお知らせ
議会を傍聴して市の動きを知りましょう
本会議は、一般に公開されており、どなたで
も自由に傍聴できます。
議会での議員の発言や、市長の考えなどを直
接見聞きすることができますので、お気軽に
お越しください。

平
成
21
年
第
２
回
臨
時
会
が
、５
月
25
日
開
催
さ
れ
、

提
出
さ
れ
た
案
件（
２
件
）を
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

贈らない！
求めない！
受け取らない！

入学祝・卒業祝お歳暮やお年賀 病気見舞い
秘書等が代理で出席
する場合の結婚祝

葬式の花輪・供花 落成式・開店祝の花輪
町内会の集会や旅行などの
催物への寸志や飲食物の差入

秘書等が代理で出席
する場合の葬式の香典

お祭りへの寄附や
差入

地域の運動会やスポーツ
大会への飲食物の差入

議員活動・臨時議会審議

平成21年　第２回臨時会



詳しいことは、議会事務局へお問い合わせください。

平
成
21
年

第
３
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

電話 0299（59）2111 内線 1302
ホームページ  http://www.city.kasumigaura.ibaraki.jp/gikai/
メールアドレス  gikai@city.kasumigaura.ibaraki.jp

コ ラ ム

豆 お知らせ

編集後記

問い合わせ

辞
典 指

定
管
理
者
制
度 ―

―
―

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
（
平
成
15
年
９
月
２

日
施
行
）
に
よ
り
、
地
方
自
治
体
の
『
公
の
施

設
』
の
管
理
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
制
度
が
創

設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、
民
間
事

業
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
幅

広
い
団
体
に
も
管
理
運
営
を
委
ね
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
民
間
の
能
力
を
積
極
的
に
導
入

し
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
の
公
の
施
設
に
つ
い
て
、
設
置
目
的
を
踏

ま
え
、
次
の
視
点
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

を
図
り
ま
す
。

●
施
設
の
有
効
利
用
な
ど
施
設
の
設
置
目
的
に
従

　

っ
た
施
設
の
効
用
が
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
こ

　

と
や
、
市
が
目
指
す
施
策
の
実
現
に
寄
与
す
る

　

こ
と
。

●
利
用
者
が
利
用
し
や
す
く
、
事
業
内
容
の
向
上

　

・
充
実
な
ど
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ

　

と
が
で
き
る
こ
と
。

　
　

●
施
設
の
効
率
的
な
運
営
な
ど
に
よ
り
経
費

　
　
　

の
節
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

　
　

■
平
成
20
年
４
月
よ
り
「
水
族
館
」
「
生
産

　
　
　

物
直
売
所
」
「
活
性
化
セ
ン
タ
ー
生
産
物

　
　
　

直
売
所
」
が
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

　
　
　

し
て
い
ま
す
。

議
会
日
誌 ―

―
―
―
―
―
―
―
―

●
５
月
●

　

14
日
　

議
会
運
営
委
員
会

　

18
日
　

文
教
厚
生
委
員
会
研
修

　

25
日
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

第
２
回
臨
時
会

　
　
　
　

産
業
建
設
委
員
会

　

27
日
　

全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

　

29
日
　

湖
北
環
境
衛
生
組
合
臨
時
会

●
６
月
●
　
　

　

２
日
　

議
会
運
営
委
員
会

　

９
日
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　

９
日
〜
24
日
　

第
２
回
定
例
会

　

17
日
　

懲
罰
特
別
委
員
会

　

30
日
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

政
治
倫
理
条
例
制
定
特
別
委
員
会

●
７
月
●

　

１
日
〜
２
日
　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会

　
　
　
　
　
　
　

視
察
研
修

　

２
日
〜
３
日
　

湖
北
環
境
衛
生
組
合
視
察

　
　
　
　
　
　
　

研
修

　

13
日
　

政
治
倫
理
条
例
制
定
特
別
委
員
会

　
　
　
　

小
委
員
会

　

24
日
　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　

30
日
〜
31
日
　

石
岡
斎
場
組
合
視
察
研
修

　

●
８
月
●

　

５
日
　

文
教
厚
生
委
員
会

　
　
　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　

か
す
み
が
う
ら
市
議
会
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
１
日（
火
）

か
ら
開
会
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。会
期
日
程
に
つ
い
て
は
、お

知
ら
せ
版
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

戦
後
64
年
が
経
過
し
、
私
が
最
近
、
特

に
感
じ
る
こ
と
は
、
平
和
は
、
全
て
に
お

い
て
最
優
先
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
言
う
こ
と
で
す
。
あ
る
哲
学
者
が
「
対

話
と
は
、
人
間
が
人
間
で
あ
る
こ
と
の

誇
る
べ
き
証
で
あ
る
。」
と
、箴
言
（
格
言
）

を
言
っ
て
い
ま
す
。

　

人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
を
持
っ
て
お

り
、
そ
の
価
値
観
（
物
差
し
）
で
測
れ
な

い
も
の
を
否
定
し
た
り
、
自
分
の
意
見
を

押
し
付
け
た
り
、
意
見
が
通
ら
な
い
と
不

平
・
不
満
・
愚
痴
を
漏
ら
す
社
会
風
潮
が

あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
よ
う
に
、
あ
の
ナ

チ
ズ
ム
が
戦
争
へ
と
進
ん
で
行
っ
た
背
景

に
は
、
大
衆
の
不
満
や
鬱
憤
を
世
の
中
に

充
満
さ
せ
、
大
衆
迎
合
を
煽
っ
て
い
っ
た

歴
史
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
対
話
が
あ

り
、
平
和
を
共
有
す
る
価
値
観
が
あ
れ
ば
、

戦
争
の
道
へ
は
進
ま
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？

　

私
た
ち
議
会
は
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
、

民
主
主
義
の
も
と
、
対
話
を
基
本
に
、
平

和
の
最
小
単
位
で
あ
る
家
庭
・
市
民
生
活

を
、
い
か
に
よ
り
良
き
も
の
に
し
て
い
く

か
を
、
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
使
命
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
希

望
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

編
集
委
員
長
　

小
松
﨑
　

誠

し
ん
げ
ん

う
っ
ぷ
ん

あ
お


